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広報　きたいばらき　12月号　2

　
２
０
１
０
年
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
注
目
を
集
め
る
な

か
、
国
内
で
は
、
鳩
山
内
閣
か
ら
菅
内
閣
へ
と
政
治
が
移
行
。
気
候
は
春
の
低

温
や
日
照
不
足
、
夏
の
異
常
高
温
な
ど
に
よ
り
野
菜
の
価
格
が
高
騰
す
る
な
ど

の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
で
は
茨
城
空
港
が
首
都
圏
３
番
目
の

空
港
と
し
て
３
月
に
開
港
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た
出
来
事
を
中
心
に
２
０
１
０
年
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。

１
　
月

◎
消
防
出
初
式
（
９
日
）

　

関
係
者
９
０
０
人
が
参
加
し
「
我
ら
の

街
は
我
ら
で
守
る
」
と
防
火
防
災
の
意

識
を
高
め
る
。

◎
第
54
回
成
人
式
（
10
日
）

　

５
３
２
人
が
新
成
人
と
し
て
一
歩
を
踏

み
出
す
。

２
　
月

◎
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
開
催

（
15
日
）

　

各
団
体
が
協
力
し
、
防
犯
や
防
火
活
動

に
取
り
組
み
、
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。

◎
雨
情
の
里
音
楽
祭
（
21
日
）

　

創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
の
市
民
手
づ

く
り
の
舞
台
が
披
露
さ
れ
る
。

３
　
月

◎
県
立
北
茨
城
高
等
学
校
が
閉
校

　

磯
原
高
校
と
の
統
合
に
よ
り
最
後
の
卒

業
式
（
１
日
）。
44
年
の
歴
史
に
幕
。

◎
茜
平
青
少
年
の
家
跡
地
に
ブ
ル
ー
ベ
リ

　
ー
植
樹
（
14
日
）

　

２
０
０
人
が
参
加
し
て
苗
木
を
植
樹
。

◎
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ご
み
収
集
車
（
６
日
）

　

小
学
生
絵
画
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
環
境

に
優
し
い
ご
み
収
集
車
が
稼
働
。

◎
Ｊ
Ａ
茨
城
ひ
た
ち
農
業
協
同
組
合
と
災

　
害
時
支
援
協
力
協
定
を
締
結
（
18
日
）

　

大
規
模
災
害
時
の
救
援
物
資
供
給
や
応

急
救
済
の
充
実
を
図
る
。

◎
第
１
回
市
議
会
定
例
会
（
５
～
19
日
）

平
成
22
年
度
予
算
な
ど
38
件
を
可
決
。

４
　
月

◎
第
４
次
北
茨
城
市
総
合
計
画

　

平
成
22
年
度
を
初
年
度
に
今
後
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
計
画
が

ス
タ
ー
ト
。

◎
中
郷
子
ど
も
の
家
オ
ー
プ
ン
（
１
日
）

　

子
育
て
支
援
と
子
育
て
家
庭
が
気
軽
に

集
え
る
交
流
の
場
に
。

◎
子
ど
も
手
当
制
度
開
始
（
１
日
）

　

月
額
１
万
３
千
円
の
手
当
支
給
。
申
請

受
付
が
開
始
さ
れ
る
。

◎
第
１
回
石
岡
さ
く
ら
祭
り
（
11
日
）

　

満
開
の
桜
の
花
の
下
で
開
催
。
大
勢
の

市
民
が
「
春
」
を
楽
し
む
。

◎
北
茨
城
市
小
・
中
学
校
再
編
計
画
に
関

　
す
る
提
言
書
（
22
日
）

　

検
討
委
員
会
の
提
言
書
が
市
教
育
委
員

会
に
提
出
さ
れ
る
。

５
　
月

◎
長
野
県
中
野
市
と
姉
妹
都
市
締
結
30
周

　
年
（
29
日
）

市政ニュース市政ニュース市政ニュース この１年この１年この１年

▲第１回石岡さくら祭り（４月）

▲中郷子どもの家（４月）
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◎
環
境
美
化
の
日
、
ご
み
ゼ
ロ
作
戦

　

４
２
０
０
人
を
超
え
る
市
民
が
参
加
し

て
市
内
全
域
で
ご
み
回
収
を
行
う
。

◎
新
病
院
建
設
に
向
け
て
の
基
本
設
計
者

　
を
決
定
（
31
日
）

　

新
病
院
の
建
設
イ
メ
ー
ジ
が
提
案
さ
れ
、

審
査
委
員
会
で
事
業
者
が
決
定
さ
れ
た
。

６
　
月

◎
第
２
回
市
議
会
定
例
会
（
４
～
18
日)

　

補
正
予
算
な
ど
15
件
を
可
決
。

◎
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設
（
14
日)

　

消
費
生
活
相
談
員
を
置
き
、
各
種
の
相

談
に
対
応
。７

　
月

◎
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
用
開
始
（
１
日
）

　

緊
急
を
要
す
る
現
場
へ
の
医
師
派
遣
や

医
療
機
関
へ
の
搬
送
に
対
応
す
る
。
市

内
は
６
カ
所
に
発
着
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
。

◎
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
11
日
）

　

市
内
33
カ
所
で
投
票
が
行
わ
れ
る
。
投

票
率
は
52
．
73
パ
ー
セ
ン
ト
。

８
　
月

◎
中
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
一
行
が
来
市

　（
６
～
７
日
）

　

30
周
年
記
念
事
業
の
一
環
。
柔
道
、
剣

道
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
と
市
内
見
学
や
漁

業
体
験
を
行
う
。

◎
大
津
漁
港
で
盆
船
流
し
（
16
日
）

　

親
族
や
観
光
客
が
30
隻
を
超
え
る
盆
船

を
送
り
盆
の
早
朝
に
見
送
る
。

◎
第
１
回
市
議
会
臨
時
会
（
10
日)

　

光
フ
ァ
イ
バ
網
を
市
内
の
未
整
備
地
域

に
整
備
す
る
た
め
の
工
事
契
約
を
可
決
。

◎
第
３
回
市
民
夏
ま
つ
り
（
22
日
）

　

初
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式
。
地
域
貢
献

の
あ
る
22
の
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ん
を

表
彰
。

◎
水
道
水
に
カ
ビ
臭
発
生
（
下
旬
～
）

　

異
常
気
象
に
よ
る
高
温
続
き
で
水
沼
ダ

ム
を
水
源
と
す
る
地
域
で
発
生
。
９
月

中
旬
ま
で
給
水
車
が
巡
回
。

◎
茨
城
県
・
北
茨
城
市
総
合
防
災
訓
練

　（
29
日
）

　

大
津
漁
港
仁
井
田
地
区
で
県
と
合
同
の

大
規
模
な
防
災
訓
練
を
実
施
。
震
度
６

強
を
想
定
し
た
地
震
発
生
か
ら
の
訓
練

に
市
民
や
各
団
体
か
ら
約
４
５
０
０
人

が
参
加
。

９
　
月

◎
第
３
回
市
議
会
定
例
会
（
１
～
17
日)

　

補
正
予
算
や
21
年
度
決
算
な
ど
19
件
を

可
決
。

◎
敬
老
の
日
（
20
日
）

　

市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
16
人
。

10

　月

◎
国
勢
調
査
（
１
日
）

　

５
年
に
一
度
、
19
回
目
の
人
口
調
査
。

◎
第
４
回
平
潟
港
主
水
祭
り
（
２
日
）

　

今
回
か
ら
時
期
を
10
月
に
移
し
て
開
催
。

大
勢
の
市
民
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
中
心
に

楽
し
む
。

◎
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ワ
イ
ロ
ア
地
区

　
に
友
好
訪
問
（
31
日
～
11
月
５
日
）

　

国
際
親
善
友
好
都
市
提
携
10
周
年
を
迎

え
、
市
長
を
団
長
と
す
る
訪
問
団
が
交

流
・
友
好
を
深
め
る
と
と
も
に
文
化
・

観
光
・
都
市
政
策
な
ど
を
調
査
視
察
。

11

　月

◎
雨
情
の
里
港
ま
つ
り
（
７
日
）

　

大
津
漁
港
を
会
場
に
22
回
目
の
開
催
。

地
元
や
中
野
市
な
ど
の
特
産
品
や
産
業

を
ア
ピ
ー
ル
。

◎
子
ど
も
議
会
（
12
日
）

　

小
中
学
生
22
人
が
議
員
と
な
っ
て
、
一

般
質
問
形
式
で
市
執
行
部
と
一
問
一
答

を
行
う
。

◎
北
茨
城
市
民
号
（
13
～
14
日
）

　

姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
交
流
事
業
と
し

て
実
施
。
市
民
70
人
が
バ
ス
で
中
野
市

を
訪
問
。
え
び
す
講
や
産
業
展
な
ど
を

見
学
し
交
流
を
深
め
る
。

市政ニュース市政ニュース市政ニュース この１年この１年この１年

▲総合防災訓練（８月）

▲ドクターヘリ（７月）
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11
月
12
日
、
市
議
会
議
場
で
「
子
ど
も

議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
教
育

の
一
環
と
し
て
、
自
分
の
住
む
ま
ち
の
市

政
に
つ
い
て
興
味
や
関
心
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

各
小
中
学
校
か
ら
の
22
人
の
児
童
生
徒

の
皆
さ
ん
が
議
員
と
な
り
、
学
校
生
活
に

関
す
る
こ
と
か
ら
北
茨
城
市
の
将
来
に
関

す
る
こ
と
ま
で
、
市
議
会
の
一
般
質
問
形

式
で
市
長
を
は
じ
め
執
行
部
に
鋭
い
質
問

を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
は
、

今
後
の
市
政
へ
の
取
り
組
み
や
対
応
な
ど

が
検
討
さ
れ
、
北
茨
城
の
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
て
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
中
郷
中
学
校
と
常
北
中
学

校
に
新
し
い
柔
剣
道
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
国
の
経
済
危
機
対
策
補

正
予
算
を
活
用
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、

県
内
５
施
設
の
う
ち
２
施
設
が
市
内
に
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
同

一
の
設
計
と
な
る
両
施
設
は
鉄
骨
造
平
屋

建
、
面
積
４
６
８
㎡
、
総
事
業
費
は
合
わ

せ
て
２
億
１
１
７
３
万
２
５
０
０
円
で
す
。

　

中
郷
中
学
校
は
10
月
25
日
、
常
北
中
学

校
は
11
月
22
日
に
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
式
が
行

わ
れ
、
現
在
は
柔
道
部
、
剣
道
部
の
部
活

動
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
中
学
校
の
体
育
授

業
に
武
道
が
必
修
と
な
る
た
め
、
よ
り
一

層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

小
中
学
生
が
市
政
を
問
う

小
中
学
生
が
市
政
を
問
う

小
中
学
生
が
市
政
を
問
う

22
人
の
議
員
を
迎
え
て
子
ど
も
議
会

中
郷
中
学
校
・
常
北
中
学
校

柔
剣
道
場
が
完
成
し
ま
し
た

柔
剣
道
場
が
完
成
し
ま
し
た

柔
剣
道
場
が
完
成
し
ま
し
た

　

11
月
９
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、

市
内
５
カ
所
を
会
場
に
「
農
政
の
あ

り
方
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
生
産
調
整
や
農
業
人

口
の
高
齢
化
に
よ
る
耕
作
面
積
の
減

少
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
様
々
な

要
因
に
対
応
す
る
た
め
、
水
稲
を
中

心
に
行
わ
れ
て
き
た
北
茨
城
市
の
農

業
に
つ
い
て
、
飼
料
用
稲
へ
の
転
換

や
遊
休
地
を
利
用
し
た
果
樹
栽
培
の

産
地
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
会
場
合
わ
せ
て
約
３
２
０
人
と

な
っ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
市
や

Ｊ
Ａ
の
説
明
に
つ
い
て
、
質
疑
応
答

を
交
わ
す
な
ど
、
熱
心
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え
る

各
地
区
で
意
見
交
換
会
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　10 月 31 日から 11 月５日まで、豊田市長を団長とす
る訪問団が、国際友好親善都市の提携をしているニュー
ジーランドのワイロア地区を訪れました。
　平成 11 年５月の提携から 10 年を経過した節目とし
て、市長自らが団長として訪問し、両市の更なる交流・
友好を深めようとするものです。今回は市長のほか議会
や国際交流協会から６人の訪問団が、プロバート市長を
表敬訪問したほか、市民との交流会に参加。また観光産
業や都市政策についても視察を行いました。

　

11
月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
、
バ
ス
２

台
に
分
乗
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
70
人
が
、

姉
妹
都
市
の
長
野
県
中
野
市
を
訪
れ
ま
し

た
。
昭
和
55
年
の
提
携
か
ら
30
周
年
と
な

る
今
年
、
市
民
間
の
交
流
を
よ
り
一
層
進

め
よ
う
と
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
中
野
市
の
秋
の

イ
ベ
ン
ト
「
え
び
す
講
・
産
業
展
」
や
中

山
晋
平
記
念
館
な
ど
を
見
学
し
、
土
人
形

資
料
館
で
郷
土
玩
具
の
土
人
形
へ
の
絵
付

け
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の

交
流
会
で
は
小
田
切
市
長
を
は
じ
め
中
野

市
の
皆
さ
ん
と
歓
談
。
翌
日
は
特
産
品
の

リ
ン
ゴ
狩
り
や
エ
ノ
キ
タ
ケ
工
場
を
見
学

す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め
る
２
日
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市

提
携
30
周
年

北
茨
城
市
民
号
が
中
野
市
訪
問

　市では、臨時職員として働いていただける方を随時
募集しています。希望する方は、登録をお願いします。
※臨時職員を採用する際は、あらかじめ登録していた
だいた方の中から条件にあった方を面接等により任用
します。
　なお、登録したことで、必ず任用されるわけではな
いことをご了承ください。
○応募職種　事務職、専門職（保育士 ･ 保健師など）、

現業職（作業員・用務員など）
○応募資格　下記のいずれにも該当しない方
・成年被後見人又は被保佐人
・禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又

はその執行を受けることがなくなるまでの方
・当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、

当該処分の日から 2 年を経過しない方
・日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊

することを主張する政党その他の団体を結成し、又
はこれに加入した方

○勤務条件等
〈任用期間〉６カ月以内
　（更新有り、最長で１年間）
〈勤務時間〉午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
　（業務により勤務時間は異なります）
〈賃金〉業種により異なります。
〈交通費〉2㌔メートル以上の方で通勤用具を使用し

ている方に距離に応じて支給します。
〈福利厚生〉社会保険・雇用保険制度、年次有給休暇

制度有り
〈その他〉勤務条件は業務により異なります。
○申込方法　市指定の履歴書、申出書など（人事課備

付）に必要事項を記載して人事課へ提出
○登録期間　履歴書等を提出してから１年間
○その他　平成 23 年４月１日から採用する職種等詳

細は、市ホームページを参照または下記へお問い合
わせください。

問 人事課 人事厚生係

　　　　（佐藤、志賀）　内２２２

臨時職員の登録募集臨時職員の登録募集臨時職員の登録募集

国際友好親善都市
ニュージーランド・ワイロア地区を訪問

▲左からフリーマン副市長とプロバート市長
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災
害
時
要
援
護
者

登
録
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
北
茨
城
市
避
難
支
援
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
災
害
が
発
生
し
た
際
、
家
族

等
の
援
助
が
困
難
で
安
全
な
場
所
へ
避
難

す
る
た
め
の
人
的
な
援
護
が
必
要
な
方

（
災
害
時
要
援
護
者
）
の
台
帳
へ
の
登
録

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
台
帳
は
、
地
域

の
民
生
委
員
児
童
委
員
、
消
防
、
避
難
支

援
者
（
隣
近
所
で
支
援
し
て
い
た
だ
け
る

方
）
等
に
提
供
し
、
登
録
者
は
地
域
で
の

見
守
り
と
災
害
が
発
生
し
た
際
に
支
援
が

得
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
登
録
で
き
る
方

１
．
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

２
．
介
護
保
険
に
お
け
る
要
介
護
度
３
以

上
の
認
定
者
で
在
宅
生
活
者

３
．
身
体
障
が
い
者
（
総
合
等
級
３
級
ま

で
の
認
定
者
）

４
．
知
的
障
が
い
者
（
認
定
者
全
員
）

５
．
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

構
成
者

６
．
そ
の
他
援
助
を
必
要
と
す
る
者

○
登
録
を
希
望
す
る
方
へ

　

登
録
希
望
の
方
は
、
原
則
と
し
て
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
避
難
支
援
者
を
見
つ
け

て
い
た
だ
き
、
社
会
福
祉
課
に
備
え
付
け

の
申
請
書
に
記
入
し
、
社
会
福
祉
課
ま
た

は
地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
（
避
難
支
援
者
の
報
告
は
提
出

後
で
も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
）。

申
問
社
会
福
祉
課 

地
域
福
祉
係
（
神
永
）

　

内
１
３
４

年末年始の市役所業務は、次のとおりです。
なお、死亡届や火葬埋葬許可証の申請などは、日直の職員が受け
付けます。市役所東側通用口から入って申し出ください。

市役所の年末年始休日は

です121212月 292929日水 111月 333 日
月

6日間

施設名 休業日 電話番号 施設名 休業日 電話番号

市民サービス
センター 12/29 〜 1/3

南部
30 − 7711 清掃センター 12/30 〜 1/3 46 − 5619

中部
30 − 7712 ※ 12/28 ㈫は通常通りの収集と、花園、水沼、馬飼、腰越、

小川、才丸、平袖、楊枝方の「もやせるごみ」の特別収集。
29 ㈬は上記以外の市内全域の「もやせるごみ」のみ特別
収集。

※ 12/29 ㈬の持ち込み時間 AM8:30 〜正午（破砕物不可）

北部
30 − 2100

ふれあいセンター 12/27 〜 1/4 42 − 2644

図書館 12/27 〜 1/4 42 − 1451

環境センター
（し尿、浄化槽汚泥

処理施設）

12/29 〜 1/5

※ 年 末 の し 尿 く み 取
り・浄化槽清掃は早
めに右記業者へ

42 − 0438

〈業者〉
磯原清掃サービス

42 − 0622
企業衛生

46 − 0221
現代企業サービス

42 − 0459

葬祭場 1/1 〜 1/3 42 − 1293

やすらぎ聖苑 1/1 〜 1/3 44 − 0500

いずみさわ会館 1/1 〜 1/3
※墓参り可 46 − 1700

マウントあかね 年中無休 30 − 0606 歴史民俗資料館
（雨情記念館） 12/29 〜 1/1 43 − 4160

ガラス工房シリカ
12/29 〜 31

※ 1/1 は AM6:00 〜
10:00 のみ営業

42 − 3550 【その他の関連施設】

漁業歴史資料館
よう・そろー 12/30 〜 1/1 46 − 8600 五浦美術文化研究所

（六角堂） 12/29 〜 1/3 46 − 0766

中郷温泉
通りゃんせ 12/31 〜 1/2 44 − 0026 県天心記念五浦

美術館 12/29 〜 1/1 46 − 5311
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北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

　

ふ
れ
あ
い
体
操
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
指
導
士
が
中
心
と
な
り
、
市
高
齢

福
祉
課
に
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
体
操
が
始
ま
る
前
に
は
、
平

成
17
年
度
か
ら
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
が
中
心
と
な
っ
て
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
体

操
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
サ
ロ
ン
や

市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
徐
々

に
根
づ
き
は
じ
め
ま
し
た
が
平
成
20
年
度

に
は
、
年
間
参
加
者
数
が
伸
び
悩
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
体
操
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
方
法
や
男
性
の
参

加
率
向
上
な
ど
、
体
操
指
導
士
会
に
相
談

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
高
齢
福
祉
課

と
協
力
し
、
平
成
21
年
度
か
ら
市
民
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
ふ
れ
あ
い
体
操
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
体
操
の
主
な
内
容
は
、
日
常

生
活
の
中
で
身
体
の
動
き
を
維
持
・
拡
大

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
い
き
い
き

ヘ
ル
ス
体
操
」
や
身
体
の
特
定
部
分
の
筋

肉
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
い

き
い
き
ヘ
ル
ス
い
っ
ぱ
つ
体
操
」
や
発
声

練
習
な
ど
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
体
操
は
、

椅
子
に
腰
か
け
た
姿
勢
、
起
立
し
た
姿
勢

や
床
に
座
っ
た
姿
勢
・
寝
た
姿
勢
で
行
な

え
、
誰
で
も
、
１
人
で
も
で
き
る
優
し
い

体
操
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
体
操
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指

導
し
て
い
る
の
が
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
で
す
。
県
で
は
、
平
成
17
年

度
か
ら
こ
の
体
操
指
導
士
の
養
成
の
た
め
、

講
習
会
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
の

修
了
者
に
は
、
知
事
か
ら
１
～
３
級
の
認

定
証
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
級
と
２

級
が
体
操
の
普
及
員
で
、
１
級
が
指
導
士

の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

体
操
指
導
士
の
皆
さ
ん
は
、
い
き
い
き

ヘ
ル
ス
体
操
を
通
し
て
「
わ
が
ま
ち
」
で

高
齢
者
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
北
茨
城
市
の
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
数
は
、
平

成
22
年
８
月
現
在
34
人
で
す
。
地
域
に
密

着
し
た
体
操
指
導
を
行
う
た
め
に
は
、
現

在
の
人
数
だ
け
で
は
余
裕
が
な
い
の
が
現

状
の
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
体
操
」
の
最
終

目
標
は
、
歩
い
て
参
加
で
き
る
集
会
所
や

自
宅
な
ど
「
今
、
住
ん
で
い
る
地
域
で
行

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
で
す
。
参
加
人

数
な
ど
に
も
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
開

催
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、

市
高
齢
福
祉
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
現
在
、
参
加
者
の
中
で
最
高
齢
の

方
は
88
歳
で
す
。
80
歳
代
の
方
も
３
人
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
皆
さ
ん
と
て
も
元
気
で
す
。

80
歳
代
参
加
者
に
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ｢

ふ
れ
あ
い
体
操
に
参
加
す
る
こ
と
が
楽
し

く
、
い
つ
も
待
ち
遠
し
い｣

「
体
操
に
参

加
す
る
前
は
、
立
つ
・
座
る
が
、
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
、
満
面
の
笑
み
で
応
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ふ
れ
あ
い
体
操
は
、
市
民
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
ま
で
来
ら
れ
る
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
平

成
22
年
度
の
延
べ
参
加
人
数
は
、
９
月
末

で
８
８
４
人
（
25
回
開
催
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
体
操
以
外
に
も
、
歌
の
コ
ー
ナ
ー

を
担
当
し
て
い
る
山
名
玲
子
先
生
や
市
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
協
力
で
、
参
加

し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
開
催
日
時
な
ど
は
23
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー　

橋
本　

和
孝
）

｢
ふ
れ
あ
い
体
操｣

と
は

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

ふ
れ
あ
い
体
操
の
活
動

市
政
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
レ
ポ
ー
ト

市
政
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
レ
ポ
ー
ト

老
後
を

過
ご
す
た
め
に「
ふ
れ
あ
い
体
操
」

楽
し
く

楽
し
く

楽
し
く

　

子
ど
も
手
当
の
創
設
や
高
校
の
実

質
無
償
化
を
受
け
、
所
得
税
の
扶
養

控
除
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
市
県
民
税
も
同
様
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
す
。

○
変
更
内
容

・
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
対
す
る

扶
養
控
除
を
廃
止

・
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
扶
養
親
族

に
対
す
る
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗

せ
部
分
を
廃
止

○
変
更
の
時
期

　

所
得
税　

平
成
23
年
１
月

　

市
県
民
税　

平
成
24
年
度

問
税
務
課 

市
民
税
係（
平
沢
、菊
地
）

内
１
５
４
、１
５
５

所
得
税
・
市
県
民
税
の

扶
養
控
除
が
変
わ
り
ま
す



広報　きたいばらき　12月号　8

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
市
が
発
行
す
る
住
民

票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
、
印
鑑
登
録
証

明
書
な
ど
の
各
種
証
明
書
を
取
る
こ
と
が

難
し
い
方
を
対
象
に
、
市
の
職
員
が
書
類

の
申
請
か
ら
自
宅
へ
の
配
達
ま
で
を
行
う

も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
希
望
の

方
は
事
前
の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
登
録
方
法

　

地
元
の
民
生
委
員
に
登
録
を
し
た
い
と

申
し
出
る
か
、
下
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
方

・
体
が
病
弱
ま
た
は
不
自
由
な
ど
の
理
由

で
、
市
役
所
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
方

・
交
通
手
段
が
な
く
市
役
所
へ
来
る
こ
と

が
難
し
い
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

・
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方
な
ど

※
家
族
な
ど
の
方
が
代
わ
り
に
手
続
き
で

き
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

・
戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
税
関
係
諸
証
明
書
の
交

付
申
請
代
行
と
自
宅
へ
の
配
達

・
国
民
年
金
や
国
民
健
康
保
険
の
簡
単
な

手
続
き
な
ど

○
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
登
録
を
し

た
方
が
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
職
員
が
自
宅

へ
申
請
し
た
書
類
を
配
達
し
ま
す
。

※
お
お
む
ね
１
週
間
前
か
ら
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
配
達
日
を
指
定
し

て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間　
平
日

　  （
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

○
利
用
料
金　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
無

料
で
す
が
、
各
種
証
明
書
な
ど
の
交
付
手

数
料
は
実
費
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

問
市
民
課 

市
民
係
（
古
茂
田
）

 

内
１
７
４　

FAX
㉚
１
０
４
１

　

統
計
に
興
味
を
持
ち
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
市
が
毎
年
開
催
す
る
小
中

学
校
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
。
今

年
は
１
１
１
作
品
２
７
１
人
の
応
募

が
あ
り
、
５
作
品
９
人
の
み
な
さ
ん

が
市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

問
企
画
政
策
課 

企
画
推
進
係 

（
武
子
）
内
２
３
６

統計グラフコンクール
受賞おめでとう！

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
の
選
挙
で
選
挙
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
平
成
23
年

１
月
10
日
㈪
ま
で
に
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」

を
農
業
委
員
会
へ
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
こ
で
は
登
載
申
請

の
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
る
場
合

生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

登
載
申
請
す
る
資
格
が
あ
る
方

　

生
産
組
合
長
か
ら
申
請
書
が
12
月
下
旬

に
配
布
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
生
産
組
合
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
㌃
以
上
の
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方

に
は
、
12
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
市
役
所
２
階
の
農
業
委
員
会
ま

た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
の
提
出
が
な
い
と
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
に
登
載
申
請
で
き
る
方
は
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
方
で
す
。

⑴
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
市
内
に
住
所

を
有
す
る
方

⑵
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
満
20
歳
以
上

の
方

⑶
次
の
①
～
③
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方

②
①
に
該
当
す
る
方
の
同
居
す
る
親
族
や

配
偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上
の
耕
作
に

従
事
し
て
い
る
方

③
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る
農
業
生

産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主

で
年
間
約
60
日
以
上
の
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
方

問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
藤
田
、
鈴
木
）

内
２
９
１

ハ
ー
ト
フ
ル
宅
配
便
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ハ
ー
ト
フ
ル
宅
配
便
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ハ
ー
ト
フ
ル
宅
配
便
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

平
成
22
年
度
北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト

大
賞
が
決
ま
り
、
授
賞
式
が
11
月
13

日
㈯
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
小
学
生
の
部

沼
田
　
一
真
（
中
郷
第
二
小
学
校
）

い
ね
の
ほ
が
　
風
の
リ
ズ
ム
で

お
ど
っ
て
る

○
中
学
生
の
部

鈴
木
　
靖
顕
（
磯
原
中
学
校
）

竹
刀
振
る
　
風
を
切
る
音
　
夏
空
へ

○
一
般
の
部

永
山
　
華
甲
（
那
須
塩
原
市
）

六
角
堂
　
畳
六
角
　
秋
日
和

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
鈴
木
）
内
１
２
２

平成
22年度

北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト

大
賞
決
定

大
賞
決
定

大
賞
決
定
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写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住

基
カ
ー
ド
）
は
、
金
融
機
関
で
の
口
座
開

設
や
振
り
込
み
の
際
な
ど
に
公
的
な
身
分

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
、
運
転
免
許
証

等
を
お
持
ち
で
な
い
方
な
ど
に
大
変
便
利

で
す
。
申
請
は
市
民
課
窓
口
で
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
交
付
申
請
手
続
き

①
市
民
課
窓
口
で
申
請
（
申
請
は
代
理
の

方
で
も
可
能
で
す
）

　

持
ち
物　
印
鑑

②
市
民
課
か
ら
本
人
確
認
の
お
手
紙
（
照

会
回
答
書
）
が
届
い
た
ら
必
要
事
項
を

記
入
し
、
再
度
、
市
民
課
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
の
作
成
、
交
付

を
い
た
し
ま
す
。

※
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
、
写
真
撮
影
が
必
要

と
な
る
た
め
、
交
付
に
は
本
人
が
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

持
ち
物　
照
会
回
答
書
、
保
険
証
・
年

金
手
帳
等
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
２

点
、
印
鑑

※
写
真
は
市
民
課
で
撮
影
し
ま
す
が
、
持

参
も
可
能
で
す
（
無
背
景
４
㎝
×
４
㎝
）。

○
そ
の
他　
手
数
料
５
０
０
円
、
有
効
期

　

限
10
年

※
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
写
真

付
き
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
の
方
で
、

本
人
が
来
庁
す
る
場
合
は
、
即
日
交
付
が

可
能
で
す
。

問
市
民
課 

市
民
係
（
鎌
田
）　

内
１
７
５

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
ご
案
内

　住所の異動に関する届出
は、引越し後、14 日以内
に行うこととされています

（転出届は、引越しの前に
手続きできます）。
　手続きができない明らか
な理由（天災など）がない
限り、届出期間を経過した
場合は「住民基本台帳届出
期間経過通知書」を提出し
ていただくことになってい
ますので、遅れずに届出す
るようお願いします。
問 市民課 市民係（鎌田）

内１７５

お早めに
手続きを

スポーツの結果
第27回　市民ミニバスケットボール大会

10 月３日㈰　市民体育館
【男子の部】①中郷第二ミニバス② NAKAICHI ミニ
バス③精華ミニバス
【女子の部】① NAKAICHI ②石岡ファイターズ③華
中ジュニア

第18回　市長杯少年サッカー大会
10 月９日㈯　市民サッカー・ラグビー場
【高学年の部】①磯原 FC ②精華サッカー 敢 平潟サ
ッカー
【低学年の部】①精華サッカー②磯原 FC ③平潟サ
ッカー
第54回　市民バスケットボール大会（高校・一般）
10 月 10 日㈰、17 日㈰
市民体育館、磯原郷英高校体育館
【男子の部】① BAD　BOYS ②テクニカル③ SWEEP
／ ICE
【女子の部】①中郷ガールズ② IN　MAKE

第37回　市民ママさんバレーボール大会
10 月 24 日㈰、31 日㈰　市民体育館

①関南クラブ A ②中郷クラブ A ③中郷クラブ B
敢  明徳クラブ

第20回　市長杯ゲートボール大会
10 月 25 日㈪　関南コート
①日棚フレンド B ②かもめ会③汐見ケ丘
敢 日棚フレンド A

第19回　市長杯クロッケー大会
10 月 27 日㈬　雨情の里スポーツ広場
①磯原ときわ友好会 A ②下小津田寿会 B ③磯原と
きわ友好会 B 敢 上桜井桜寿会 A
第28回市民硬式テニス（ダブルス）大会

10 月 31 日㈰　雨情の里テニスコート
【男子】①磯・金澤②吉田・名畑③松崎・佐藤匡／秋山・
秋山
【女子Aクラス】①兼本・青山②稲垣・島根③久光・
尾形／小林・名畑
【女子Bクラス】①武田・小沢②林・菜花③阿部・
渡辺／木村・町田

生涯学習課 スポーツ振興係（中根） 内４２１
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「
セ
ー
ル
ス
の
人
か
ら
し
つ
こ
く
勧
め

ら
れ
て
買
っ
て
し
ま
っ
た
が
、や
め
た
い
」

「
無
料
点
検
す
る
と
訪
問
し
て
き
た
業
者

に
家
の
修
理
を
勧
め
ら
れ
て
契
約
し
た
が
、

や
め
た
い
」
な
ど
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売

な
ど
で
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、
次
の
条

件
を
満
た
す
場
合
は
、
消
費
者
が
無
条
件

で
契
約
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て

８
日
間
（
取
引
に
よ
り
８
日
以
上
の
も

の
も
あ
り
ま
す
）

②
３
０
０
０
円
以
上
の
契
約

③
消
耗
品
（
健
康
食
品
・
化
粧
品
等
）
は

最
小
単
位
で
開
封
し
て
い
な
い
も
の

○
ハ
ガ
キ
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
す
る
場
合

・
記
入
し
た
ハ
ガ
キ
は
両
面
を
コ
ピ
ー

し
、
自
分
の
控
え
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
内
に
郵
便
局
の

窓
口
か
ら
「
簡
易
書
留
」
で
出
し
ま
し

ょ
う
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
は
、
必
ず
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
に
も
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
取
引
も
あ

り
ま
す

・
通
信
販
売
で
「
返
品
・
解
約
不
可
」
の

表
示
が
あ
る
時

・
営
業
上
の
契
約

・
法
律
で
適
用
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
（
自
動
車
、
電
気

通
信
な
ど
）

問
商
工
観
光
課
内
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
瓦
葺
、
佐
藤
）
☎
㊸
１
１
０
７

〒

販売会社の住所

契約解除通知
契約年月日 ○年○月○日

平成○年○月○日
住所
氏名

商品名 ○○○○○○
契約金額 ○○○○○円
販売会社 ○○株式会社

○○○支店
担当者 ○○○○○氏

ハガキの表面ハガキの裏面

会社名

代表者名

上記日付の契約は解除します。
なお、支払い済みの○○円を返金
し、商品を引き取ってください。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
2

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
を

　
　
　
　
　ご
存
知
で
す
か

旭
日
小
綬
章

藍
綬
褒
章

鈴 木 恒 夫さん

西  嘉 造さん

（華川町・77 歳）

（関南町・85 歳）

　

鈴
木
さ
ん
は
昭
和
52
年
か
ら
平
成
21

年
ま
で
８
期
32
年
に
わ
た
り
市
議
会
議

員
と
し
て
在
職
。
そ
の
間
、
議
長
、
総

務
委
員
長
、
文
教
厚
生
副
委
員
長
を
歴

任
す
る
な
ど
本
市
の
教
育
基
盤
の
整
備

を
は
じ
め
、
産
業
、
文
化
、
福
祉
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

問
秘
書
課 

秘
書
係
（
石
井
）
内
２
０
２

　

西
さ
ん
は
、
昭
和
27
年
か
ら
平
成
17

年
に
至
る
ま
で
、
50
年
以
上
の
永
き
に

わ
た
り
、
国
や
県
の
統
計
調
査
に
53
回

従
事
す
る
な
ど
、
統
計
調
査
員
と
し
て

尽
力
さ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
な
ど

数
々
の
表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問
企
画
政
策
課 

企
画
推
進
係
（
武
子
）

内
２
３
６

秋
の
叙
勲
・
褒
章

【
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
】県北地区中学校新人体育大会結果

【団体】野球③中郷中女子ソフトテニス②中郷中男
子柔道①中郷中②磯原中女子柔道②中郷中男子剣道
②磯原中女子剣道②中郷中男子バスケットボール②
華川中女子卓球②磯原中男子体操①華川中女子体操
①磯原中【個人】剣道（男子）③鈴木靖顕（磯原）
（女子）②菊地愛（常北）柔道（男子）-50kg②岩
間勇樹（中郷）-55kg②松本拓巳（中郷）-63kg①
鈴木卓磨（磯原）②亀谷勇生（磯原）③岡原大成

（中郷）-66kg①川﨑海登（中郷）②鈴木大翔（磯
原）-73kg②出口直人（磯原）+90kg③菊池幸起

（中郷）（女子）-48kg③鈴木真実（磯原）-52kg②
益子裕加里（磯原）③高橋彩花（中郷）-63kg③篠
原夏姫（中郷）／岩浪美里（中郷）-70kg②増井美
徳（常北）+70kg③細谷友暉（中郷）ソフトテニ
ス（女子）②神長・上野（中郷）体操（男子）総合
①滑川尚宏（華川）②川井やまと（華川）③石塚隼
人（華川）（女子）総合①大地佑歌子（磯原）②笹
木はるな（磯原）③佐藤莉帆（磯原）水泳（男子）
50m自由形①仙田直也（磯原）②安達文弥（磯原）
100m自由形①仙田直也（磯原）②安達文弥（磯原）

100m平泳ぎ③松崎大典（中郷）200m平泳ぎ②松崎
大典（中郷）100mバタフライ②安達勇斗（磯原）（女
子）100m自由形③下山田理沙（中郷）200m自由形
②梶山優希（磯原）100m平泳ぎ③菊地有希奈（中郷）
100mバタフライ②佐川珠理（磯原）100m背泳ぎ①
田巻祥子（磯原）200m背泳ぎ①田巻祥子（磯原）卓
球（女子）シングルス②大浦悠（磯原）③金川琴海（磯原）

県北地区中学校駅伝競走大会
（男子）③中郷中⑧磯原中（女子）⑫磯原中

学校教育課（小髙）　　　　　　　　　 　内４４０
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◆「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は

◆
寄
附
の
申
し
込
み
方
法

　
そ
の
後
の
手
続
き

◆
寄
附
の
使
わ
れ
方

　

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」

な
ど
に
「
貢
献
し
た
い
」「
応
援
し
た
い
」

と
い
う
方
々
の
思
い
を
形
に
す
る
仕
組
み

で
す
。
北
茨
城
市
な
ど
の
地
方
公
共
団
体

へ
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、２
０
０
０
円（
住

民
税
は
５
０
０
０
円
）
を
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
個
人
住
民
税
所
得
割
の
概
ね
１
割

を
上
限
と
し
て
、
所
得
税
と
住
民
税
の
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
控
除
額
は
、
所
得

金
額
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。
ま
た
、

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
市
の
特
産

①
所
定
の
寄
附
申
込
書
（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
電
話
等
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
企
画
政
策
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

②
市
か
ら
払
込
み
に
必
要
な
書
類
を
お
送

り
し
ま
す
。

③
寄
附
金
の
払
込
み
（
金
融
機
関
な
ど
で

の
払
込
み
、
現
金
持
参
、
現
金
書
留
等

が
利
用
可
能
）。

④ 

市
か
ら
寄
附
証
明
書
等
を
お
送
り
し

ま
す
（
確
定
申
告
に
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
）。
ま
た
、

寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
に
市
の

特
産
品
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
。

⑤ 

確
定
申
告
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
翌

年
の
３
月
15
日
ま
で
に
居
住
地
の
管
轄

税
務
署
、
ま
た
は
市
区
町
村
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
）。

⑥ 

所
得
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

⑦ 

翌
年
度
の
住
民
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、教
育
・

文
化
の
振
興
、
福
祉
・
少
子
化
対
策
、
自

然
環
境
の
保
全
、
産
業
の
振
興
、
医
療
の

充
実
な
ど
市
が
推
進
す
る
事
業
に
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
対
策
を
図
る
た

め
、
患
者
等
に
「
非
接
触
」
で
検
査
す
る

こ
と
が
出
来
る
非
接
触
式（
皮
膚
赤
外
線
）

体
温
計
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
立
総
合
病
院
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

※
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
外
に
お
ら

れ
る
ご
親
戚
、
ご
友
人
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
北
茨
城

市
民
が
北
茨
城
市
へ
寄
附
さ
れ
た
場
合
も

税
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

問
企
画
政
策
課 
企
画
調
整
係
（
大
平
）

内
２
３
２ 

品
な
ど
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
北
茨
城
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
か
ら
の

寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

寄附金手続きの流れ

北

茨

城

市

寄

付

者

税
務
署

（
住
所
地
所
轄
の
）

市
区
町
村

（
住
所
地
の
）

①寄附申込 ⑤確定申告

⑥所得税の
　還付等

⑦翌年度の
　住民税軽減

②手続案内

③寄附の送金

④寄附証明書
「特産品」等

参考例
給与収入 700 万円（夫婦子２人の４人で暮らし）
所得税の限界税率 10％　個人住民税所得割額 293,500 円
の方が 40,000 円の寄附をした場合

北茨城市への寄附金　40,000 円

◎所得税と住民税の控除額の合計＝35,300 円
◆所得税・住民税の控除額の計算方法◆

①所得税の所得控除：（寄附金額－2,000 円）×所得税率
②住民税の基本控除：（寄附金額－5,000 円）×10％
③住民税の特例控除：（寄附金額－5,000 円）×（90％－所得税率）
※1③の金額については、個人住民税所得割額の 1割が限度となります。

特例控除額　28,000 円

自己負担分

控除対象外
4,700 円

軽減額
3,800 円

基本控除
3,500 円

②住民税の特例控除額＝3,500 円
（35,000 円×10％）　率固定

①所得税の所得控除による軽減額
＝3,800 円（38,000 円×10％）

③住民税の特例控除額
＝28,000 円（35,000 円×80％）
≦293,500 円×10％

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
原
則
と

し
て
年
金
天
引
き
に
よ
る
徴
収
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
天
引
き
で
な
い

方
へ
は
、
納
付
書
に
よ
る
保
険
料
の
納
付

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

納
付
書
で
納
め
て
い
る
方
が
滞
納
を
続
け

て
い
る
と

・
延
滞
金
の
徴
収

・
保
険
証
の
有
効
期
間
の
短
縮

・
高
額
療
養
費
等
の
支
給
留
保

な
ど
、
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
納
付
に
す
る
と
、
銀
行
や
郵

便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省

け
、
ま
た
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
く
安

心
で
す
。
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、

納
付
書
、
通
帳
、
届
出
印
を
銀
行
ま
た
は

郵
便
局
に
持
参
の
上
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振
替

で
納
付
し
て
い
た
方
も
、
改
め
て
口
座
振

替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
大
変
な
場
合
は
、
納

付
方
法
に
つ
い
て
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
保
険
料
は
、
病
院
に
か
か
っ
た
と
き

の
医
療
費
を
賄
う
大
切
な
財
源
で
す
。
保

険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
花
園
、
一
瀬
）
内
１
８
７
、１
８
８

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

応
援
寄
附
金



　
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
環
境
標
語
作
品
展
に
、

今
年
も
た
く
さ
ん
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
１
３
８
４
点
の

応
募
作
品
の
中
か
ら
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
、
11
月
16
日

に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

環
境
標
語
作
品
展
の
入
賞
者
決
定

平成
22年度

●
最
優
秀
賞

●
優
秀
賞

〈
小
学
生
低
学
年
の
部
〉

　
　

佐
藤　

夢
叶
（
中
妻
小
１
年
）

　
　

原　

秀
利
（
中
妻
小
２
年
）

　
　

渡
邉　

乃
音
（
富
士
ケ
丘
小
３
年
）

〈
小
学
生
高
学
年
の
部
〉

　
　

鈴
木　

紗
耶
加
（
中
二
小
６
年
）

　
　

赤
津　

朋
香
（
富
士
ケ
丘
小
６
年
）

　
　

坂
部　

立
（
平
潟
小
５
年
）

〈
中
学
生
の
部
〉

　
　

山
縣　

昌
紀
（
常
北
中
３
年
）

　
　

阿
部　

雄
人
（
常
北
中
３
年
）

　
　

根
本　

高
彰
（
中
郷
中
１
年
）

　
　

井
上　

祐
太
（
中
郷
中
２
年
）

　
　

沼
田　

昌
大
（
中
郷
中
３
年
）

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係
（
綿
引
）

内
３
７
２

〈
小
学
生
低
学
年
の
部
〉

〈
中
学
生
の
部
〉

〈
小
学
生
高
学
年
の
部
〉

　
　

山
縣　

裕
太
郎
（
華
川
小
３
年
）

　
　

井
坂　

隼
人
（
中
郷
中
１
年
）

　
　

鈴
木　

遵
（
中
二
小
４
年
）

ま
も
ろ
う
よ
　
き
れ
い
に
　
こ
の
町

こ
の
自
然

持
っ
て
ま
す
　
エ
コ
の
気
持
ち
と
　

マ
イ
バ
ッ
ク

捨
て
ま
せ
ん
　
ゴ
ミ
も
モ
ラ
ル
も
　

環
境
も

下水道への早期接続をお願いします
○下水道への接続工事は３年以内に
　下水道が利用できるようになった区域で現在くみ取
り式のトイレを使用している方は、下水道が使えるよ
うになった日（告示による供用開始の日）から 3 年
以内に水洗トイレに改造し、下水道へ接続することが
義務づけられています。また、浄化槽を使用している
方も、遅滞なく下水道へ接続することが義務づけられ
ています。下水道が利用できるようになった区域の方
で、まだ接続されていない方は、早期接続をお願いし
ます。
普及率：７. ５２％（３６７４人）
水洗化率：６７. ９４％（２４９６人）
※普及率：市全体の人口のうち、下水道を利用できる
ようになった人口の割合
※水洗化率：下水道を利用できるようになった人口の
うち、下水道を利用している人口の割合
○接続工事は指定工事店で
　下水道を利用するためには、個人負担で宅地内の接
続工事を行う必要があります。接続工事は市の指定す
る工事店へ依頼してください。
○下水道は正しく使いましょう
　油やゴミ、危険物（アルコール、ガソリン、薬品など）
などを流してしまうと、下水処理場の機能低下や管の

詰まり、破損、事故（爆発など）の原因となり、下水
道の寿命を縮めてしまいます。みんなで使う公共の財
産ですので、一人一人がマナーを守って正しく使いま
しょう。

問 下水道課  管理係（鈴木）、事業係（山口） 内２６２

凡　　　例
第１期区域
共 用 区 域
第２期区域
処 理 場

市役所市役所

大津港

平潟地区漁業集落排水処理場

汚水処理場汚水処理場

磯原駅磯原駅

北茨城
浄化センター
北茨城
浄化センター

文

文

〒

常
磐
自
動
車
道

太
平
洋

太
平
洋
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循
環
器
内
科
に
11
月
１
日
付
け
で
着
任

い
た
し
ま
し
た
阿
部
真
也
と
申
し
ま
す
。

出
身
地
は
宮
城
県
仙
台
市
で
、
山
形
大
学

医
学
部
を
平
成
元
年
に
卒
業
し
ま
し
た
。

　

専
門
は
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
で
す
。
こ
の

分
野
は
技
術
革
新
に
よ
り
治
療
内
容
は

年
々
高
度
に
な
り
、
治
療
成
果
も
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
一
方
で
は
、
一
度
大
き
な

心
臓
病
の
発
作
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
突
然
死
を
引
き
起
こ
す

恐
ろ
し
い
病
態
に
対
し
て
は
、
十
分
な
方

法
論
は
確
立
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
や
は

　

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
納
期

内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
特
別
な
事

情
も
な
く
国
保
税
を
滞
納
す
る
と
次
の
よ

う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
め
な
い
場
合

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
状
が
送
付

さ
れ
ま
す
（
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）。
そ
れ
で
も
納
め
な
い
で

い
る
と
、
有
効
期
間
が
１
年
間
の
「
被
保

険
者
証
」
の
代
わ
り
に
有
効
期
限
が
短
く
、

頻
繁
に
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
る
「
短

期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

は
、
入
院
時
に
医
療
機
関
の
窓
口
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
納
期
限
か
ら
１
年
経
過
し
て
も

　
納
め
な
い
場
合

　

短
期
被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
も
ら

い
、
代
わ
り
に
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付

　政治家は、冠婚葬祭など日常のつきあい
として行われている寄附であっても、これ
を行うことができません。また、有権者が
政治家に対し、寄附を要求すること、受け
取ることも禁止されています。
　有権者一人ひとりが自覚を持って、選挙
のときに限らず「贈らない」「求めない」
「受け取らない」の三つの「ない」をしっ
かりと守り、クリーンで明るい選挙を実現
しましょう。
○寄附禁止の対象となるもの
病気見舞い、落成式・開店祝い・葬式の花
輪や生花、入学祝、卒業祝、就職祝、お祭
りへの寄附や差入、地域の行事やスポーツ
大会への飲食物の差入、お中元やお歳暮、
自治会の集会や旅行などの催物への寸志や
飲食物の差入、政治家本人が自ら出席する
場合以外の祝儀や香典　　　
※詳しくは下記へお問い合わせください。

総務課内 市選挙管理委員会事務局
（滝、鈴木） ３２１、３２２

阿部　真也　医師
循環器内科

選挙管理委員会からのお願い
～三ない運動を守りましょう～

り
重
要
な
の
は
治
療
よ
り
も
予
防
な
の
で

す
。
そ
し
て
、
十
分
な
予
防
法
が
取
れ
ず

病
気
の
可
能
性
が
高
い
人
に
つ
い
て
は

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
し
て
検
査
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

当
面
循
環
器
内
科
は
私
一
人
で
ま
か
な

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
救
急
の
患

者
さ
ん
に
関
し
て
は
周
辺
の
高
度
機
能
病

院
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
落
ち
着
い
て
は
い
る
も
の

の
心
臓
病
を
疑
わ
せ
る
症
状
が
あ
っ
た
り
、

病
気
の
不
安
を
か
か
え
て
い
る
方
に
関
し

て
は
で
き
る
限
り
当
院
に
て
検
査
や
治
療

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
都
五
県
で
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
。
茨
城
県
は
初
め
て
の
勤
務
地
と

な
り
ま
す
。
皆
様
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院
（
狩
野
）☎

㊻
１
１
２
１

市
立
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

す
る
場
合
が
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
資
格
を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の

で
「
被
保
険
者
証
」
と
異
な
り
、
医
療
機

関
窓
口
で
治
療
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
一

旦
、
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
納
期
限
か
ら
１
年
６
カ
月
を

　
経
過
し
て
も
納
め
な
い
場
合

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
保

険
給
付
（
高
額
療
養
費
な
ど
の
支
給
）
の

全
部
ま
た
は
一
部
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す

（
差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
分
は
、
滞

納
し
て
い
る
国
保
税
に
あ
て
ら
れ
ま
す
）。

※
特
別
な
事
情
で
国
保
税
の
納
付
が
困
難

な
時
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
既
に
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
時
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退

す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
自
動
的
に
切

り
替
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
国
民
健
康
保
険

証
・
会
社
の
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
持
参

し
、
左
記
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係
（
鉄
、
太
田
）

内
１
８
２
、１
８
４

県指定文化財になりました
　11月18日付けで、長照寺（華
川町上小津田）の仏像３体が、県
指定有形文化財となりました。こ
れらは、県内に数少ない平安時代
末期の作で、千手観音像は清水式
といわれる珍しい形式です。

問生涯学習課 生涯学習係（市毛）
４３１

二天立像（左脇侍）

二天立像（右脇侍）

千手観音菩薩立像

板光背

◆
着
任
あ
い
さ
つ

北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111
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10
月
25
日
、
市
立
総
合
病
院
の
主
催

す
る
市
民
公
開
医
学
講
座
が
、
市
民
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
が
ん
の
休
眠
療
法
を
進

め
る
医
師
の
三
好
立
さ
ん
が
「
が
ん
と

言
わ
れ
て
も
あ
わ
て
な
い
、
あ
せ
ら
な

い
」
を
演
題
に
「
が
ん
を
完
全
に
な
く

す
治
療
は
で
き
な
く
て
も
、
進
行
さ
せ

な
け
れ
ば
今
の
ま
ま
の
普
通
の
生
活
を

続
け
、
長
生
き
す
る
こ
と
は
可
能
。
つ

ま
り
引
き
分
け
は
勝
ち
な
の
で
す
」
と
、

が
ん
の
休
眠
療
法
に
つ
い
て
の
講
演
を

し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
三
好
医
師
の

言
葉
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

が
ん
と
言
わ
れ
て
も

あ
せ
ら
な
い
、
あ
わ
て
な
い

　

穏
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
11
月
７

日
、
大
津
漁
港
周
辺
で
「
雨
情
の
里
港

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
22
回
目
を
迎
え
、
す
っ
か
り

秋
の
風
物
詩
と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。

　

雨
情
お
ど
り
で
幕
を
開
け
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
「
よ
さ
こ
い
の
舞
」
や
「
エ
イ

サ
ー
」
な
ど
活
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
を
を
楽
し
ま

せ
、
最
後
に
は
市
民
音
頭
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
産
業
祭
会
場
で
は
農
産
物
や
海

産
物
の
販
売
や
各
種
企
業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

で
終
日
賑
わ
い
、
皆
さ
ん
は
秋
の
一
日

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

雨
情
の
里
港
ま
つ
り
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11
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
市

内
各
小
・
中
学
校
で
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
３
日
、
富
士
ケ

丘
小
学
校
で
は「
富
士
ケ
丘
小
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
、
各
学
年
の
劇
や
合
奏
の
発

表
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
地
域
の
方
た
ち
が
講
師

と
な
り
、
竹
と
ん
ぼ
や
お
手
玉
、
切
り

絵
な
ど
普
段
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
遊

び
を
学
び
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
地
域
の
老
人
会「
富
楽
会
」

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
も
ち
つ
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
セ
レ
モ
ニ

ー
の
後
に
は
、
磯
原
郷
英
高
校
の
演
劇

部
の
発
表
が
行
わ
れ
、
み
ん
な
で
先
輩

方
の
演
劇
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
「
近
代
化
遺
産
の
日
」
に

合
わ
せ
て
、
石
岡
第
一
発
電
所
本
館
が

一
般
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
石
岡
第
一

発
電
所
は
、
平
成
20
年
に
国
指
定
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

般
に
公
開
さ
れ
る
の
は
一
年
間
で
こ
の

日
の
み
。
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
解
説
の

職
員
に
質
問
し
な
が
ら
普
段
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
文
化
遺
産
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

石
岡
第
一
発
電
所
は
、
明
治
44
年
に

発
電
を
開
始
。
現
在
で
も
発
電
を
行
っ

て
お
り
、
石
岡
第
二
発
電
所
、
横
川
発

電
所
と
共
に
大
北
川
水
系
発
電
所
と
し

て
多
く
の
世
帯
に
電
力
を
供
給
し
て
い

ま
す
。

市
内
各
小
・
中
学
校
で

文
化
祭
を
開
催

近
代
化
遺
産

石
岡
第
一
発
電
所
を
一
般
公
開

　

11
月
３
日
、
文
化
の
日
に
合
わ
せ
、

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
北
茨
城
市

文
化
協
会
が
主
催
す
る
「
北
茨
城
市
芸

能
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
能
楽
や
詩
吟
、
合
唱
な
ど
９

種
目
の
芸
能
で
14
団
体
１
０
０
人
を
超

え
る
市
民
が
参
加
。
皆
さ
ん
は
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
熱
の
こ
も
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
が
終
わ
る
ご
と
に

観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

芸
術
の
秋

練
習
の
成
果
を
披
露
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関
本
第
一
小
学
校
６
年

今
橋 

健
太
さ
ん

夢
は
大
リ
ー
ガ
ー

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　

ぼ
く
の
夢
は
、
中
学
と
高
校
の
野
球
部

で
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
と
り
、
い
ろ
い
ろ
な

大
会
で
い
い
成
績
を
残
し
、
い
つ
か
、
プ

ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
、
も
の
す
ご
い
大

記
録
を
だ
し
て
、
メ
ジ
ャ
ー
に
行
き
、
イ

チ
ロ
ー
選
手
み
た
い
な
大
リ
ー
ガ
ー
に
な

る
こ
と
で
す
。
大
記
録

と
い
う
の
は
、
た
と
え

ば
、
今
ま
で
に
な
い
く

ら
い
も
の
す
ご
い
数
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
努
力
を
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ぼ
く
は
今
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
、
入
団
し
て

い
ま
す
。
少
年
団
に
は
、

２
年
生
の
終
わ
り
ご
ろ

か
ら
入
り
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
、
ボ
ー

ル
が
、
こ
わ
く
て
と
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
練
習
を
す
る
に
つ
れ
て
、

ど
ん
ど
ん
う
ま
く
な
っ
て
い
く
の
が
分
か

り
ま
し
た
。
少
年
団
の
練
習
は
、
土
曜
日

と
日
曜
日
の
、
朝
６
時
か
ら
12
時
ま
で
で

す
。
練
習
は
、
か
な
り
ハ
ー
ド
で
、
つ
か

れ
ま
す
が
、
楽
し
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
、試
合
な
ど
で
、ヒ
ッ
ト
や
、ホ
ー

ム
ラ
ン
を
打
つ
と
、
も
の
す
ご
く
、
う
れ

し
い
で
す
。
中
学
で
は
、
自
分
の
と
く
い

な
こ
と
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
い
い
と
こ
ろ

を
い
か
し
、
か
ん
と
く
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
を
と
れ
る
よ
う
に
、

努
力
し
た
い
で
す
。
中
学

で
は
今
、
兄
が
、
野
球
部

の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
や
っ
て

い
ま
す
。
兄
は
今
年
、
何

本
か
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

ち
、
守
備
で
も
活
や
く
し
、

ぼ
く
は
、
兄
の
こ
と
を
す

ご
い
選
手
だ
と
思
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
も
兄

み
た
い
な
、
チ
ー
ム
に
こ
う
け
ん
で
き
る

選
手
に
な
り
た
い
で
す
。
高
校
は
、
な
る

べ
く
野
球
の
強
い
高
校
に
入
っ
て
、
甲
子

園
を
目
指
し
て
、
頑
張
り
た
い
で
す
。
そ

し
て
い
つ
か
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
に
な

り
た
い
で
す
。

―
創
業
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か

　

当
社
は
Ｔ
Ｄ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し

て
１
９
９
１
年
に
創
業
し
ま
し
た
。
今
年

で
20
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
中
郷
工
業

団
地
内
に
工
場
を
建
設
し
て
操
業
し
始
め

た
の
は
２
年
後
の
93
年
か
ら
で
す
。

―
ど
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
か

　

創
業
当
初
は
チ
ッ
プ
イ
ン
ダ
ク
タ
と
い

う
小
型
の
電
子
部
品
を
製
造
し
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
０
０
年
か
ら
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
の
製
造
を
開
始
し
、
現
在
は
有

機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
専
門
に
製
造
し

て
い
ま
す
。
小
型
の
も
の
が
多
く
、
携
帯

電
話
の
背
面
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
向
け
が
主
力

製
品
で
す
。

　

Ｔ
Ｄ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
製

造
は
、
国
内
で
は
こ
の
工
場
だ
け
な
ん
で

す
よ
。
工
場
内
に
は
製
造
部
門
の
ほ
か
、

研
究
開
発
の
部
門
も
あ
り
、
技
術
向
上
や

新
製
品
の
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

Ｔ
Ｄ
Ｋ
マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
バ
イ
ス
株
式
会
社

で
い
ま
す
。

―
か
な
り
精
密
な
も
の
な
の
で
す
ね

　

サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
の
世
界
で
す
か
ら
ね
。

精
密
な
製
品
を
扱
う
の
で
チ
リ
や
ホ
コ

リ
、
水
分
は
大
敵
な
の
で
す
。
製
造
工
程

は
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
化
さ

れ
、
か
な
り

厳
し
く
管
理

さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば

パ
ウ
ダ
ー
な

ど
女
性
の
化

粧
は
厳
禁
で

す
し
、
タ
バ

コ
を
吸
う
人

は
、
喫
煙
後
に
肺
の
中
の
煙
粒
子
が
な
く

な
る
30
分
間
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
に
入

れ
な
い
。
そ
の
く
ら
い
厳
し
い
で
す
。

―
従
業
員
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

　

従
業
員
は
１
１
６
人
で
す
。
創
業
時
に

新
卒
で
入
社
し
た
者
が
年
齢
層
の
中
心
と

な
り
ま
す
か
ら
、
平
均
年
齢
は
37
歳
ほ
ど

と
若
い
で
す
。
そ
の
若
さ
で
こ
れ
か
ら
も

よ
り
良
い
製
品
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

―
所
在
地

　

中
郷
町
日
棚
（
中
郷
工
業
団
地
内
）
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趣

悠
味

々

自
分
だ
け
の
も
の
を
楽
し
め
る
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

中
郷
町
　
矢
吹 

絹
子
さ
ん

―
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か

　

牛
皮
に
自
分
で
模
様
や
色
を
付
け
、

バ
ッ
グ
や
財
布
、
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
を

作
る
も
の
で
す
。
あ
る
程
度
道
具
は
必

要
で
す
が
、
気
軽
に
で
き
る
趣
味
で
す
。

―
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

子
育
て
も
一
段
落
し
た
頃
、
色
々
と

あ
り
、
何
と
な
く
人
生
を
過
ご
す
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
実
益
も
兼
ね

る
趣
味
を
と
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま
し
た
。

―
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
魅
力
は

　

私
は
ブ
ラ
ン
ド
も
の
よ
り
も
自
分
で

作
っ
た
マ
イ
ブ
ラ
ン
ド
が
好
き
で
す
。

思
い
ど
お
り
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、

自
分
な
り
の
も
の
を
作
れ
る
こ
と
が
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
足
腰
が
不
自
由
で
す
が
、

楽
し
く
創
作
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
障

害
が
あ
っ
て
も
前
向
き
に
目
標
を
持
っ

て
で
き
る
趣
味
な
の
で
多
く
の
人
に
体

験
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

―
ど
の
よ
う
な
作
品
を
作
り
ま
し
た
か

　

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
始
め
て
17
年
。

バ
ッ
グ
、
財
布
、
時
計
、
道
具
入
れ
な

ど
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
作
っ
て
来
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
今
は
、
皮
と
メ
タ
ル
を
合
わ
せ
た

技
法
を
使
っ
た
作
品
作
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
は

　

現
在
、
サ
ー
ク
ル
に
講
師
が
不
在
な

の
で
講
師
の
資
格
を
取
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
月
に
１
回
、
東
京
へ
勉

強
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
当
面
の
目
標

は
講
師
の
資
格
を
取
る
こ
と
で
す
。

常北中学校剣道部

団結した仲間と新しい環境で
　常北中学校剣道部は、男子主将の佐々木くん
と女子主将の菊地さんを中心に、１年生の男子
５人と女子４人、２年生の男子３人と女子１
人の 13 人と顧問の髙野先生で活動しています。
この部には、現在の３年生がいません。現在の
２年生は、入学して数カ月で当時の３年生の後
を継ぎ、４人で活動していました。ですから今
年、１年生がたくさん入部してくれたことが何
より嬉しい出来事。先輩・後輩の仲がとても良
く団結力があります。
　そんな常北中剣道部の目標は、女子は久しぶ
りに出場できた団体戦で達成した新人戦県大会
出場に続き、来年夏の総体ではもっと活躍する
こと。男子も女子に
負けないよう総体の
県大会に出場し、自
分たちの全てを出し
切ることです。
　３年生が引退した
他の部活と違い、夏からのメンバー変更はあり
ませんが、11 月に新しく道場ができ、環境は
大きく変わりました。今まで体育館や空き教室
で練習していたので、とてもうれしいと部員た
ちは、はりきって稽古に励んでいます。髙野先
生は、やる気十分の部員たちに「新道場という
環境を整えてもらい思い切り稽古できるように
なったので、この環境に甘えず、これからも仲
の良い中にもメリハリのある稽古に励んでもら
いたい」と話していました。
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

○
と
き　
１
月
19
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
16
人
）。
１

月
12
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係
（
村
田
）

内
１
７
８

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
設
し
ま
す
。

○
と
き　
１
月
５
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

  （
相
談
時
間 

一
人
約
40
分
）

　

一
定
額
以
上
の
老
齢
年
金
か
ら

は
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
22
年
分
の
「
源
泉

徴
収
票
」
が
来
年
１
月
下
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の

際
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
所
得
税

が
か
か
る
老
齢
年
金
の
額
は
次
の

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

案  

内

　

平
成
23
・
24
年
度
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
（
指
名
願
）
を

受
け
付
け
ま
す
。
参
加
希
望
の
方

は
次
の
日
程
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

〈
建
設
工
事
、
測
量
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
〉

　

２
月
１
日
㈫
～
14
日
㈪

申
問
総
務
課 

契
約
検
査
室

（
丹
、
大
平
）
内
３
３
５

〈
物
品
、
役
務
の
提
供
〉

　

２
月
15
日
㈫
～
28
日
㈪

申
問
総
務
課 

管
財
係

（
松
本
、
小
林
）
内
３
３
１

　

65
歳
以
上
で
身
体
等
に
障
害
の

あ
る
方
は
、
所
得
税
・
市
県
民
税

の
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る
場

合
が
あ
る
の
で
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

・
家
族
介
護
慰
労
金
受
給
対
象
者

・
寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
の
状

態
に
あ
る
方

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
方
は
、
申
請
不
要
で
す
。

○
手
続
き
方
法　

印
鑑
を
持
参
し
、

本
人
ま
た
は
親
族
（
本
人
の
同
意

が
必
要
）
の
方
が
下
記
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
結
果
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

控
除
に
伴
う
税
の
相
談
は
、
税
務

　

償
却
資
産
と
は
、
１
月
１
日
現

在
で
会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め

所
有
し
て
い
る
構
築
物
、
機
械
な

ど
の
資
産
で
す
。
償
却
資
産
の
所

有
者
に
は
、
法
令
で
申
告
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
月
31
日

㈪
の
申
告
期
限
ま
で
に
、
下
記
へ

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
申
告
書
は
同
所
に
備
え
付
け
）。

○
償
却
資
産
の
例

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
22
年

工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現
在

で
行
い
ま
す
。
調
査
は
、
12
月
か

ら
来
年
１
月
に
か
け
て
製
造
業
を

平
成
23
・
24
年
度
入
札
指
名
願

（
定
期
分
）
を
受
け
付
け
ま
す

65
歳
以
上
の
方
の

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

償
却
資
産
の
所
有
者
は

１
月
31
日
ま
で
に
申
告
を

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

○
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
12

月
28
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係
（
村
田
）

内
１
７
８

と
お
り
で
す
。

○
65
歳
未
満
の
方

　

１
０
８
万
円
以
上

○
65
歳
以
上
の
方

　

１
５
８
万
円
以
上

　

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
確

定
申
告
（
準
確
定
申
告
）
に
使
用

す
る
源
泉
徴
収
票
は
、
年
金
受
給

権
者
死
亡
届
を
提
出
さ
れ
た
遺
族

の
方
に
、
約
２
カ
月
程
度
で
送
付

さ
れ
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
鈴
木
、
大
川
）
内
１
８
７

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
鈴
木
）
内
１
２
２

　気温が低くなり、水
道管の凍結や破裂の恐
れが高くなっています。
事前に準備し寒さに備
えましょう。
○露出している水道管
　の防寒方法
　露出している水道管
や蛇口は、市販の保温
材や凍結防止帯を巻きましょう。
※保温材や凍結防止帯はホームセンターなどで販売
されています。詳しくは店の方に相談ください。
○蛇口が凍ってしまったら･･･
タオルなどを被せてその上からぬるま湯をかける
問水道部 施設課（鈴木、村木、合六） 　 １１７

屋外
コンセント

巻きつけ間隔5㎝位

◆発熱帯
　パイプに密着する
　ように巻く。

凍結防止帯のとき

保温剤のとき ◆サーモスタット
　パイプに密着させ
　テープにて固定。

◆保温材

◆ビニール
　テープなど

◆保温テープ
　テープ巾に約1/2が
　重なるように巻く。

〈保温材や凍結防止帯の巻き方〉

　
〈
飲
食
店
〉
厨
房
設
備
、
レ
ジ

ス
タ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
、

冷
蔵
庫
な
ど

　
〈
理
・
美
容
業
〉
理
・
美
容
い
す
、

洗
面
設
備
、
タ
オ
ル
蒸
し
器
等

　
〈
医
療
機
関
〉ベ
ッ
ド
、手
術
台
、

Ⅹ
線
装
置
、
調
剤
機
器
な
ど

問
税
務
課 

固
定
資
産
係
（
飯
樋
）

内
１
５
９

水道管の凍結に注意しましょう
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

■
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
講
座

○
と
き　
１
月
14
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ラ
イ
ト
」

○
内
容　

枯
れ
な
い
花
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
る
。

　

冬
季
に
入
り
、
害
虫
駆
除
な
ど

を
目
的
に
土
手
焼
き
を
行
う
場
合
、

煙
の
に
お
い
や
燃
え
カ
ス
の
飛
散

等
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
周
辺
へ
の
連

絡
、
周
知
を
徹
底
し
、
地
域
で
協

力
し
て
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
と
き　
１
月
８
日
㈯

　

８
時
30
分
～
（
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

午
前
７
時
）

○
と
こ
ろ　

大
津
漁
港
仁
井
田
地

区
（
よ
う
・
そ
ろ
ー
付
近
）

※
雨
天
時
市
民
体
育
館

○
内
容　

式
典
、
パ
レ
ー
ド
、
放

水
式

※
当
日
は
会
場
周
辺
道
路
に
交
通

規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
（
緑
川
、
鈴
木
）

☎
㊷
０
１
６
１

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
者
募
集

い
き
が
い
講
座

土
手
焼
き
に
つ
い
て
の
お
願
い

平
成
23
年
出
初
式

募  

集

営
む
事
業
所
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
資
料

や
企
業
、
大
学
の
研
究
資
料
、
学

校
の
教
材
等
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

問
企
画
政
策
課 

企
画
推
進
係

（
武
子
）
内
２
３
６

　

ね
ず
み
の
被
害
で
お
困
り
の
方

に
、
駆
除
剤
を
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
生

活
環
境
課
ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

○
配
布
期
間　
１
月
11
日
㈫
～
21

日
㈮
（
日
曜
日
は
市
民
課
窓
口

で
配
布
し
ま
す
）

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

（
大
友
）
内
３
７
１

　

平
成
23
年
４
月
に
入
所（
入
園
）

す
る
乳
幼
児
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
保
育
所
（
保
育
園
）

　

市
立
関
本
保
育
所☎

㊻
１
２
６
２

ね
ず
み
駆
除
剤
を

無
料
で
配
布
し
ま
す

平
成
23
年
度
保
育
所（
保
育
園
）

入
所
（
入
園
）
者
募
集

　

な
お
、
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙

等
を
発
す
る
恐
れ
の
あ
る
行
為
は

市
消
防
署
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

※
土
手
焼
き
を
行
う
時
は
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

（
綿
引
）
内
３
７
２

ポート大津　
●

よう・そろー

式典会場

放
水
会
場

を
対
象
に
脳
ド
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

○
と
き　

平
成
23
年
１
月
28
日
㈮

～
３
月
４
日
㈮
（
月
〜
金
曜
日

の
毎
日
２
人
ず
つ
を
予
定
）

○
と
こ
ろ　

市
立
総
合
病
院

○
個
人
負
担　
８
５
０
０
円

　
（
受
診
料
総
額
２
万
５
３
０
０

円
の
う
ち
、
１
万
６
８
０
０
円

を
市
で
負
担
）

○
募
集
人
員　

50
人
程
度

　
（
受
付
順
）

○
健
診
内
容　

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｍ

Ｒ
Ａ
（
断
層
撮
影
・
血
管
造
影
）

○
申
込
資
格

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
方

※
現
在
、
治
療
中
の
方
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

○
申
込
方
法　

12
月
14
日
㈫
か
ら

24
日
㈮
ま
で
に
保
険
証
と
印
鑑
を

ご
持
参
し
、
左
記
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
大
川
）
内
１
８
８

　

市
立
木
皿
保
育
所☎

㊷
０
３
９
９

　

私
立
み
な
み
保
育
園

☎
㊸
２
０
１
９

　

私
立
磯
原
保
育
園☎

㊷
０
７
３
７

　

私
立
大
津
保
育
園☎

㊻
５
８
１
１

　

私
立
中
郷
保
育
園☎

㊷
２
７
８
８

○
入
所
（
入
園
）
基
準

・
父
母
が
昼
間
就
労
し
て
い
る

・
出
産
、
病
気
等
で
保
育
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

・
そ
の
他
保
育
に
欠
け
る
場
合

○
申
込
期
間　
１
月
17
日
㈪
～
31

日
㈪
（
土
、
日
は
除
く
）

○
申
込
書
類　

入
所
申
込
書
、
就

労
証
明
書
、
世
帯
状
況
調
書
、

口
座
振
替
依
頼
書
、
平
成
22
年

分
源
泉
徴
収
票
、
平
成
22
年
分

所
得
税
・
住
民
税
申
告
書
の
写

し
、
保
育
料
納
入
誓
約
書

申
問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

（
鈴
木
）
内
１
３
２

○
講
師　

長
谷
川　

裕
子
さ
ん

○
対
象　

市
内
の
60
歳
以
上
の
方

○
募
集
人
数　

20
人
（
応
募
多
数

の
場
合
、
抽
選
）

○
材
料
費　
３
２
０
０
円

※
申
込
方
法
、
問
い
合
わ
せ
先
は
、

左
記
絵
手
紙
教
室
と
同
じ
で
す
。

■
絵
手
紙
教
室

○
と
き　
１
月
21
日
㈮
、
26
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ラ
イ
ト
」

○
内
容　

季
節
の
絵
手
紙
を
書
く

○
講
師　

伊
藤　

貞
子
さ
ん

○
対
象　

市
内
の
60
歳
以
上
の
方

○
募
集
人
数　

20
人
（
応
募
多
数

の
場
合
、
抽
選
）

○
材
料
費　

２
０
０
円

○
申
込
方
法　

12
月
24
日
㈮
ま
で

に
往
復
は
が
き
に
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
住
所
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
左
記
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
３
５
華

川
町
臼
場
１
８
７
‐
74
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー｢

ラ
イ
ト
」
生
き

が
い
講
座
係

(

鈴
木
）　

☎
㊸
５
３
６
１

19　広報　きたいばらき　12月号

お知らせお知らせ 掲示板掲示板
北茨城市役所　☎43-1111



　

市
で
は
、
市
民
の
消
費
促
進
と

市
内
施
工
業
者
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の

助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
工
事　

平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事
で
、

金
額
が
消
費
税
抜
き
10
万
円
以

上
で
、
個
人
住
宅
を
市
内
施
工

業
者
が
行
う
工
事

○
補
助
金
額　

工
事
価
格
（
消
費

税
抜
き
）
の
５
％
（
支
給
限
度

５
万
円
）

○
対
象
者　

補
助
を
受
け
よ
う
と

す
る
住
宅
に
継
続
し
て
３
年
以

上
居
住
し
て
い
る
補
助
対
象
と

な
る
住
宅
の
所
有
者
。
市
税
等

に
滞
納
が
な
い
。
市
で
実
施
し

て
い
る
他
の
同
様
の
補
助
制
度

に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

資
金
助
成
制
度
を
実
施
し
ま
す

こんな見どころがいっぱい
茨城県北ジオパーク運営委員長

茨城大学教授　天野一男
　県北ジオパークの北端に位置する北
茨城市の五浦海岸には岡倉天心の建て
た六角堂があります。この六角堂から眺
める海岸の風景は独特です。「つの」の
ようにそそり立つ奇岩が目につきます。
これはメタンガスの作用により局部的
に地層が固くなったノジュールといわ
れるものです。天心はこの奇岩に引きつ
けられたのかもしれません。ジオと美術
の交差する所です。この他にも県内に
は見どころはたくさんありますので公
式ホームページを訪ねてみてください。

茨城県北ジオパーク推進協議会事務局
☎０２９ ‐ ２２８ ‐ ８８２５

http://www.ibaraki-geopark.com/

茨城県北ジオパーク構想だより⑵

○
募
集
人
数　

予
算
の
範
囲
内
で

10
人
程
度
（
先
着
順
）

○
応
募
方
法　

電
話
で
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
居
住
年
月
日
、

工
事
費
、
施
工
業
者
名
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
（
申
請
用
紙
等
を
送

付
し
ま
す
）。

※
リ
フ
ォ
ー
ム
の
施
行
中
、
完
了

し
た
も
の
は
対
象
外
で
す
。

問
商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係

（
鈴
木
、
瓦
葺
）
内
３
６
２

■
浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
様
へ 

　

浄
化
槽
の
所
有
者
に
は
年
１
回

の
法
定
検
査
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
法
定
検
査
を
受

検
し
な
い
で
放
置
し
ま
す
と
浄
化

槽
か
ら
の
放
流
水
の
水
質
が
悪
化

し
、
地
域
の
水
環
境
に
悪
影
響
を

■
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

調
査
を
行
い
ま
す

　

が
け
崩
れ
の
災
害
か
ら
市
民
の

生
命
を
守
る
た
め
、
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
の
危

険
の
あ
る
場
所
を
調
査
し
ま
す
。

調
査
の
た
め
、
県
が
委
託
し
た
業

者
が
住
宅
な
ど
の
敷
地
内
へ
の
立

ち
入
り
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
工
事

事
務
所
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

▽
調
査
期
間　

12
月
下
旬
～
３
月

中
旬
（
予
定
）

問
高
萩
工
事
事
務
所
河
川
整
備
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
５
０

■
造
林
補
助
申
請
と
山
行
苗
木
の

注
文
に
つ
い
て

▽
造
林
補
助
申
請　

12
月
20
日
㈪

ま
で

▽
山
行
苗
木
注
文　

２
月
末
ま
で

※
造
林
・
保
育
・
除
間
伐
等
山
林

の
手
入
れ
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
問
市
森
林
組
合
山
元
貯
木
場

☎
㊷
１
３
２
９

■
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

　

先
の
大
戦
で
外
地
等
に
派
遣
さ

れ
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
、

旧
陸
海
軍
従
事
看
護
婦
の
方
（
慰

労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
へ
そ

の
ご
苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
締
切　

平
成
23
年
３
月
31
日

問
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課

■
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

展
示
解
説
員
募
集

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
応
募
資
格　

昭
和
51
年
４
月
２

日
～
平
成
３
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
方
で
、
北
茨
城
市
、
高

萩
市
、
日
立
市
に
在
住
ま
た
は

居
住
予
定
の
方

▽
雇
用
期
間　
４
月
１
日
か
ら
１

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備
は

お
済
で
す
か

　

地
デ
ジ
に
関
す
る
ご
質
問
、
ご

相
談
は
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
デ
ジ
サ
ポ
茨
城
へ
。

問
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
07
‐
０
１
０
１

デ
ジ
サ
ポ
茨
城

☎
０
２
９
‐
３
０
７
‐
０
１
０
１

情
報
B
O
X

も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

県
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
㈳
茨
城

県
水
質
保
全
協
会
か
保
守
点
検
・

清
掃
を
委
託
し
て
い
る
業
者
に
連

絡
し
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

申
㈳
茨
城
県
水
質
保
全
協
会

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
４
８
３
６

問
県
生
活
環
境
部
環
境
対
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
９
６
６

年
間
（
以
降
、
４
年
を
限
度
と

し
、
１
年
ご
と
に
更
新
可
）

▽
職
務
内
容　

入
館
券
の
販
売
、

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
番
組
の
解
説
、

展
示
品
の
監
視
、
ガ
イ
ド
な
ど

▽
受
付
期
間　
１
月
４
日
㈫
～
14

日
㈮
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
（
１
月
11
日
㈫
除
く
）

▽
試
験
日　

２
月
初
旬

▽
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
筆
記

試
験
、
面
接

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
、
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

☎
㊻
５
３
１
１

■
ヒ
タ
チ　

ス
タ
ー
ラ
イ
ト

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
０

（
日
立
市
）

　

高
さ
16
ｍ
の
天
然
の
モ
ミ
の
木

を
使
用
し
た
メ
イ
ン
ツ
リ
ー
を
中

心
に
、
約
10
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
輝
き
ま
す
。

▽
期
間　

11
月
20
日
㈯
～
12
月
25

日
㈯（
午
後
４
時
30
分
～
11
時
）

▽
と
こ
ろ　

日
立
新
都
市
広
場

　
（
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
日
立
駅
前
）

問
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
７
７
１
１

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
き
た
い
ば
ら
き
11
月
号
８

頁
、
市
政
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
に
あ
る
花
園
牧
場
は
正
し

く
は
華
川
牧
場
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
８
２

広報　きたいばらき　12月号　20



　住みよいまちをつくるためには、皆さんの
意見や提案を聴き、市政に反映させることが
大切と考えます。
　市では平成9年4月から市政の運営に活用

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
一
六
三
〇
番
地

北
茨
城
市
長　

豊　

田　
　
　

稔　
行

料金受取人払郵便
3

日立支店
承　　認

差出有効期間
平成24年3月
31日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

181

あなたの声を市政にあなたの声を市政に

◉北茨城市では、より多くの皆さんの意見をお聴きし
て市政に反映させたいと考えています。あなたの市
政への意見や提案をお寄せください。
◉まず、意見や提案などをこの用紙の裏面に記入くだ
さい。そして、切り取り線に沿って紙面から切り、
封筒をつくって切手を貼らずにお近くのポストに投
函してください。

切り取り線に沿って
紙面から切り取り、
この面が外側になる
ように中央を折って
ください。

あて先を下にして、
のりしろを図のよう
に貼り合わせます。

切手を貼らずそのま
まお近くのポストへ
投函してください。

封筒のつくり方
① ② ③

する提案制度「私の提案」で皆さんからの
貴重な意見や要望をお受けしています（送
料無料）。
　市民課 広報広聴係（村田）　　　　１７８

1 9 1 5 9 2

問 内

私の提案～皆さんの声にこたえます～私の提案～皆さんの声にこたえます～
市政に関する意見や提案をお寄せください

21　広報　きたいばらき　12月号
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私 の 提 案

　「私の提案」のほか、「市長へのファックス」やインターネットによる「Eメール」
でも皆さんからのご意見、ご提案を随時お受けしています。この場合も「私の
提案」と同様に、必ず住所、氏名、電話番号を記載のうえ、送信してください
（個人情報は保護したうえで、広報紙等で公表されることがあります）。

まちづくりの主人公は、市民の皆さんです。

切り取り線に沿って切り取り、切手を貼らずにそのままポストへ投函してください。

●市長へのファックス　30ー 1350　●Eメールアドレス　kouhou@city-kitaibaraki.jp

＊市政に関する自由な意見をお書きください。
　また、日常生活や地域の話題等でも結構です。

電話番号

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

お 名 前

あなたの 〒319-
ご 住 所　北茨城市

あなたの
声を
市政に

の　
　

り　
　

し　
　

ろ

広報　きたいばらき　12月号　22



年末年始交通事故防止県民運動

スローガン
気をつけて！ あなたの帰りを 待つ家族
運動の重点
⑴夕暮れ時と夜間の交通事故防止
⑵飲酒運転の根絶

12月１日㈬～31日㈮

■４カ月児健康診査
　12 月 14 日㈫、１月 18 日㈫　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

12 月 24 日㈮
午後１時～１時 30 分受付

■３歳児健康診査
12 月 10 日㈮、１月 14 日㈮
午後１時～２時受付

■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　12 月 22 日㈬　午後１時～２時受付
■歯の相談（要予約）

12 月 22 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

■精神保健相談（要予約）
　12 月 20 日㈪
問 保健センター　☎４３‐１３１０

健　診　と　相　談

休日の
当番医

☆各種健診など☆各種相談など

診療時間　午前９時～午後５時

12／12
あおぞらクリニック

☎ 30-7770 ( 中郷町 )

19
市立総合病院

☎ 46-1121 ( 大津町 )

23
かもめ・大津港クリニック

☎ 46-0133 ( 大津町 )

26
なかの循環器科・内科クリニック

☎ 30-1002 ( 中郷町 )

31
廣橋第一病院

☎ 46-5111 ( 関南町 )

1／1

2

市立総合病院

☎ 46-1121 ( 大津町 )

3
瀧病院

☎ 42-1221 ( 磯原町 )

市立図書館　☎ 42－1451

●太陽系大紀行

●リボン刺しゅうの花キルト

●ラプソディ・イン・ラブ

●歌うクジラ　上・下

●ほのかなひかり

●夢みるポプリと三人の魔女

●イトウくん

●うわさのようちえん

●くすのきだんちはゆきのなか

●クリスマスのきせき

野本　陽代

菊池　洋子

小路　幸也

村上　　竜

森　　浩美

あんびる　やすこ

三木　　卓

きたやま　ようこ

武鹿　悦子

高畠　那生

12 月

日 月 火 水 木 金 土

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1/1

2 3 4 5 6 7 8

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
12 月 22 日㈬ 午前10 時〜 11 時
　幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月
市立図書館12 - December -

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
12 月 16 日㈭、１月６日㈭
[ 大津町公民館 ]
12 月９日㈭、22 日㈬、１月 13 日㈭
どちらも午後１時～４時

問 社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　12 月 15 日㈬、１月５日㈬
午前 10 時～午後３時　大津子どもの家
問 社会福祉課　内１３２
■補装具巡回相談　12 月 17 日㈮
午前９時～ 11 時　高萩市総合福祉センター
問 社会福祉課　内１３６
■ 12・1 月の「ふれあい体操」
12 月７日、14 日、21 日
１月 13 日、18 日、25 日
午後１時 30 分～３時　市民ふれあいセンター
問 地域包括支援センター　内１２４

固
定
資
産
税　
　
　
　
　

［
第
３
期
］

国
民
健
康
保
険
税　
　
　

［
第
６
期
］

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
［
第
６
期
］

納
期
限　
　
　
　
　
　
　

12
月
27
日

今月の
納税
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うちのうちの

秋空に咲く皇帝ダリア
中村　静男　さん　宅（中郷町）

庭が少し寂しかったので、何気なく植えた皇帝ダ
リア。日に日に大きくなり、今では見上げるほど大
きくなりました。咲いてびっくりのダリアは、薄紫
のきれいな花を咲かせ、道行く人を楽しませてくれ
ています。

　

10
月
27
日
、
石
岡
小
学
校
で
ア
ン
コ
ウ
の
吊
る
し

切
り
と
ア
ン
コ
ウ
鍋
試
食
体
験
が
行
わ
れ
、
児
童
や

保
護
者
、
先
生
た
ち
が
「
冬
の
味
覚
」
を
間
近
に
体

験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
元
の
名
物
ア
ン
コ
ウ
を
通
し
て
魚
食

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
市
観
光
協
会
が
毎
年
行
っ

て
い
る
催
し
で
、
今
年
が
５
回
目
と
な
る
も
の
で
す
。

　

篠
原
さ
ん
、
作
山
さ
ん
の
包
丁
さ
ば
き
と
説
明
で
、

吊
る
し
切
り
が
行
わ
れ
、
児
童
の
代
表
も
包
丁
を
手

に
体
験
。
す
っ
か
り
さ
ば
か
れ
た
ア
ン
コ
ウ
は
、
お

い
し
い
鍋
に
変
身
し
、
皆
さ
ん
の
舌
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

市の人口と世帯　平成 22年 11 月 1日現在（　）は前月比

総人口… 47,033 人 （ − 17） 出　生… 23 人 （ 　− 6）

男… 23,132 人 （ − 14） 死　亡… 43 人 （ 　−2）

女… 23,901 人 （　− 3） 転　入… 87 人 （ 　＋ 7）

世帯数… 17,582 世帯（ ＋ 16） 転　出… 84 人 （ 　− 4）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 02 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

「パパと一緒にピアノ
を弾くのが大好きで
す。
たくさん遊んで元気に
育ってね」

（父 大輔さん 母 美樹さん） （父 祐介さん 母 菜摘さん）
（１歳　中郷町）

土
屋

舛
田

けいたろう

敬太郎

「バイクがとっても大
好きなゆい君。弟のこ
とをとても可愛がって
くれる優しいお兄ちゃ
んです」

（２歳４カ月　平潟町）

ゆいと

結斗

冬
の
味
覚
ア
ン
コ
ウ

　「
吊
る
し
て
食
べ
て
」
を
間
近
に
体
験

く
　ん

く
　ん

　

く
り
く
り
お
目
々
が
可
愛
い
こ
こ
ろ
は
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
が
大
好
き
。遊
ん
で
欲
し
い
時
は
、得
意
の
ジ
ャ

ン
プ
で
家
族
の
み
ん
な
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。関本町・大友さん宅の

（パピヨン・メス・１歳）
こころ

表 紙 解 説
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